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学会名, 発表年月及び場所 日本薬物動態学会　薬物動態学の基礎講座 (2025.7.7, オンライン)

発表者名（口頭） 堀武志

演題名
薬物動態学の発展に資する生体模倣システム（Microphysiological System, MPS）
の基礎と応用

RIFM Respiratory Research Workshop (2025.7.15, Mahwah, NJ, USA)

1 (一財)化学物質評価研究機構

演題名 食品等に含まれるナノマテリアルに関する国際的な安全性評価への取り組み

Development of IATA for respiratory sensitization based on the AOP and
the status of DRP development in OECD

学会名, 発表年月及び場所

学会名, 発表年月及び場所

学会名, 発表年月及び場所 第52回日本毒性学会学術年会 (2025.7.4, 沖縄)

演題名

発表者名（ポスター） 大野彰子, 赤木純一, 爲廣紀正, 広瀬明彦1, 小川久美子

他機関所属の著者がいる場合
には所属機関名を記載する

発表者名（口頭） Ashikaga T

学会発表・セミナー発表

2025年7月：JaCVAM活動マンスリーレポート

　 　項　　　　　目 記　　　載　　　内　　　容

第52回日本毒性学会学術年会 (2025.7.3, 沖縄)

発表者名（口頭）
森華奈子1, 足利太可雄, 小野美都穂2, 江畑知憲3, 杉本航4, 田中利男5,
平田普三6,  小島肇7

他機関所属の著者がいる場合
には所属機関名を記載する

1 アステラス製薬株式会社　非臨床バイオメディカルサイエンス
2 株式会社三菱ケミカルリサーチ
3 株式会社ボゾリサーチセンター
4 マルホ株式会社
5 国立大学法人三重大学
6 青山学院大学
7 公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学

演題名 ゼブラフィッシュを用いた発生毒性試験代替法の現状および動向

学会名, 発表年月及び場所 第52回日本毒性学会学術年会 (2025.7.2, 沖縄)

発表者名（ポスター）
佐竹里野1, 徳永朱莉1, 木下啓1, 岩佐帆乃夏2, 波多野浩太2, 中村伸昭2, 足利太

可雄, 安部 賀央里1,3

他機関所属の著者がいる場合
には所属機関名を記載する

1 名古屋市立大学大学院薬学研究科レギュラトリーサイエンス分野
2 ホーユー株式会社　総合研究所
3 名古屋市立大学 データサイエンス学部

演題名
皮膚感作性強度予測のための機械学習モデルの開発～アミノ酸誘導体結合
性試験ADRAの活用～
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